
当病院では睡眠時無呼吸検査を行っています 

・睡眠時無呼吸とは 

睡眠時無呼吸症候群（SAS
サ ス

）とは睡眠中に呼吸が止まる、または浅く・弱くな

ることで十分な睡眠を取ることができず日常生活に障害を引き起こす疾患です。 

夜間に繰り返される無呼吸低呼吸（首を絞められたような状態）で、血液中の

酸素が低下します。その状態が起こるたびに中途覚醒が発生し、睡眠を妨げ、

日中の眠気を増加させ身体に悪影響をおよぼします。 

最近の研究で SAS が起こると少ない酸素を全身にめぐらすため心臓や血管に

負担がかかることがわかりました。この状態が長く続くとさまざまな生活習慣

病（高血圧・不整脈・虚血性心疾患・脳梗塞・糖尿病）を重症化させるといわ

れています。 

 

 

・SAS の原因 

 

SAS の病態でもっとも多いのが、下図のように上気道（空気の通り道）が睡眠

中に塞がる、または、部分的に狭くなることが原因となる閉塞性睡眠時無呼吸

症候群（OSAS）です。 

 
※ご本人やご家族で、いびきや呼吸停止が起きている方は睡眠時無呼吸検査を

お勧めします。 

 

 



・検査～治療の流れ 

                  

夜間 PSG フル検査（上図イメージ）１泊入院 

検査日１５：００頃 入院 

翌日朝 ８：００頃 退院 

外来受診

•睡眠時無呼吸の疑いがあるかどうか医師に
よる問診

検査

•夜間PSG検査 ※１泊入院をして行います

（脳波や血液中の酸素量、覚醒反応等をみて睡眠時無呼
吸を調べる保険適応の検査です）

診断

•夜間PSG検査で調べた無呼吸低呼吸指数が
基準値以上でSASと診断されます

治療

•CPAPによる治療
（CPAPとは在宅持続陽圧呼吸療法装置のことで、睡眠
時に鼻マスクから風を送ることによって気道を広げる機
器です）


